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１．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　（有形固定資産の減価償却方法の変更）

　有形固定資産の減価償却方法について、従来、当社及び国内連結子会社は定率法、海外連結子会社は主に定額法を採

用しておりましたが、第１四半期連結会計期間より定額法に変更しております。

　当連結会計年度からの３年間を対象とした新たな中期経営計画「NEXT STAGE 12」では、重点戦略の一部として、生産

工程再配置を含む持続的なコスト低減、グローバル事業運営の基盤強化を織り込んでおり、また、海外での生産・販売

の拡大やM&Aによる海外子会社の増加に伴い、海外拠点の重要性が高まっており、グループ内の会計処理を統一する必要

性も増してきていることから、中期経営計画の策定を契機に、有形固定資産の減価償却方法について再検討を行いまし

た。

　その結果、過去の投資及び使用実績、将来の投資及び使用計画等から、有形固定資産は耐用年数にわたって長期安定

的に稼働することが見込まれることから、耐用年数にわたり費用を均等に配分する定額法がより合理的であると判断し

ました。

　この変更により、従来の方法によった場合に比べ、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益および税金等調

整前四半期純利益がそれぞれ213百万円増加しております。なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載して

おります。

（２）追加情報

　（「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」適用に伴う、繰延税金資産の計上について）

　「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を第１四半期連

結会計期間から適用し、最近の業績動向等を踏まえ繰延税金資産の回収可能性について見直しを行いました。

　この結果、当第２四半期連結累計期間において繰延税金資産を追加計上し、法人税等調整額△13,585百万円を計上し

ております。

　（リゾート事業の再編）

　当社は、リゾート事業の経営環境が大きく変化する中、リゾート事業を再編することを決定し、当社グループが現在

運営する「つま恋」「葛城北の丸」「葛城ゴルフ倶楽部」の３施設の内、「つま恋」については平成28年12月25日をも

って一般営業を終了し、経営資源を「葛城北の丸」「葛城ゴルフ倶楽部」の２施設に集中することといたします。

　これに伴い、当第２四半期連結会計期間において、構造改革費用を4,867百万円計上しております。
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２．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 88,166 94,378

受取手形及び売掛金 49,026 54,248

商品及び製品 63,232 68,337

仕掛品 12,825 12,228

原材料及び貯蔵品 15,808 13,897

その他 27,324 22,715

貸倒引当金 △1,247 △1,263

流動資産合計 255,135 264,541

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 33,728 30,359

機械装置及び運搬具（純額） 12,722 11,678

工具、器具及び備品（純額） 9,889 9,305

土地 46,061 44,532

リース資産（純額） 333 282

建設仮勘定 1,544 3,276

有形固定資産合計 104,280 99,434

無形固定資産

のれん 2,456 1,830

その他 3,104 2,795

無形固定資産合計 5,560 4,625

投資その他の資産

投資有価証券 96,911 102,821

その他 7,962 7,609

貸倒引当金 △104 △121

投資その他の資産合計 104,769 110,310

固定資産合計 214,610 214,370

資産合計 469,745 478,911
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 19,353 17,045

短期借入金 8,409 24,347

1年内返済予定の長期借入金 30 30

未払金及び未払費用 37,222 32,916

未払法人税等 2,307 3,223

引当金 2,620 4,538

その他 5,516 12,845

流動負債合計 75,459 94,947

固定負債

長期借入金 71 55

退職給付に係る負債 38,024 35,663

その他 52,301 32,282

固定負債合計 90,396 68,002

負債合計 165,856 162,949

純資産の部

株主資本

資本金 28,534 28,534

資本剰余金 40,054 40,054

利益剰余金 213,050 235,563

自己株式 △20,945 △23,725

株主資本合計 260,694 280,427

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 55,038 59,092

繰延ヘッジ損益 △97 83

土地再評価差額金 16,743 16,549

為替換算調整勘定 △19,513 △35,282

退職給付に係る調整累計額 △11,320 △6,991

その他の包括利益累計額合計 40,850 33,451

非支配株主持分 2,344 2,083

純資産合計 303,889 315,962

負債純資産合計 469,745 478,911
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

売上高 217,452 199,153

売上原価 130,125 115,017

売上総利益 87,326 84,136

販売費及び一般管理費 66,093 59,489

営業利益 21,233 24,646

営業外収益

受取利息 299 326

受取配当金 1,224 1,599

為替差益 65 －

関税還付金 703 －

その他 560 487

営業外収益合計 2,854 2,414

営業外費用

売上割引 1,347 1,208

為替差損 － 975

その他 500 388

営業外費用合計 1,847 2,571

経常利益 22,239 24,488

特別利益

固定資産売却益 543 225

投資有価証券売却益 3 －

特別利益合計 546 225

特別損失

固定資産除却損 103 157

投資有価証券評価損 0 0

減損損失 170 406

構造改革費用 － 4,867

特別損失合計 274 5,431

税金等調整前四半期純利益 22,512 19,283

法人税、住民税及び事業税 5,720 5,570

法人税等調整額 △674 △13,585

法人税等合計 5,045 △8,015

四半期純利益 17,466 27,298

非支配株主に帰属する四半期純利益 56 84

親会社株主に帰属する四半期純利益 17,410 27,214

決算短信（宝印刷） 2016年10月31日 15時20分 5ページ（Tess 1.50(64) 20160317_01）

ヤマハ㈱(7951)　平成29年３月期第２四半期決算短信

-5-



四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

四半期純利益 17,466 27,298

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △15,727 4,054

繰延ヘッジ損益 △93 180

為替換算調整勘定 △2,819 △16,073

退職給付に係る調整額 375 4,329

持分法適用会社に対する持分相当額 △2 △0

その他の包括利益合計 △18,266 △7,509

四半期包括利益 △800 19,788

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △792 20,008

非支配株主に係る四半期包括利益 △7 △220
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　 該当事項はありません。

（セグメント情報等）

　 【セグメント情報】

　Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日）

　 １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：百万円）

報告セグメント

その他 合計 調整額
四半期連結
財務諸表
計上額楽器 音響機器 計

　売上高

(1) 外部顧客への売上高 142,367 55,264 197,631 19,820 217,452 217,452

(2) セグメント間の内部
　 売上高又は振替高

298 298 △298

計 142,367 55,264 197,631 20,118 217,750 △298 217,452

　 セグメント利益 16,799 3,454 20,253 979 21,233 21,233

(注) １ 調整額は、以下のとおりです。

売上高計の調整額△298百万円は、セグメント間取引消去であります。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書における営業利益であります。

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日）

　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：百万円）

報告セグメント

その他 合計 調整額
四半期連結
財務諸表
計上額楽器 音響機器 計

　売上高

(1) 外部顧客への売上高 128,458 53,006 181,464 17,689 199,153 199,153

(2) セグメント間の内部
売上高又は振替高

230 230 △230

計 128,458 53,006 181,464 17,919 199,383 △230 199,153

　 セグメント利益 18,796 4,836 23,633 1,013 24,646 24,646

(注) １ 調整額は、以下のとおりです。

売上高計の調整額△230百万円は、セグメント間取引消去であります。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書における営業利益であります。
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　 ２．報告セグメントの変更等に関する事項

　 （セグメント区分の変更）

　 第１四半期連結会計期間より、報告セグメントの区分を変更しております。

　 「電子部品」事業の規模が縮小したことに伴い、同事業を報告セグメントから除外し「その他」に含めてお

　 ります。同事業の前第２四半期連結累計期間の外部顧客への売上高は7,932百万円、セグメント利益は674百万

　 円でした。

　 また、事業の帰属を見直し、第１四半期連結会計期間より、防音事業を「楽器」事業から「音響機器」事業

　 に変更しております。変更の影響額は軽微です。

　 なお、前第２四半期連結累計期間のセグメント情報については、変更後の区分方法により作成したものを記

　 載しております。

　

　 （有形固定資産の減価償却方法の変更）

　 「１．サマリー情報（注記事項）に関する事項 （１）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表

　 示」に記載のとおり、有形固定資産の減価償却方法について、従来、当社及び国内連結子会社は定率法、海外

　 連結子会社は主に定額法を採用しておりましたが、第１四半期連結会計期間より定額法に変更しております。

　 当該変更により、従来の方法と比べて、セグメント利益が、「楽器」事業で166百万円、「音響機器」事業で

　 58百万円それぞれ増加、「その他」で10百万円減少しております。

　 ３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　 （固定資産に係る重要な減損損失）

　 「その他」事業において、リゾート事業の再編に伴う減損損失を2,000百万円計上しております。

　 なお、当該減損損失の計上額は、当第２四半期連結会計期間において構造改革費用に計上した金額に含めて

　 おります。
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（参考情報）

【顧客の所在地を基礎とした情報】

　前第２四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日）

（単位：百万円）

日本

海外
四半期連結
財務諸表
計上額北米 欧州

アジア・オセア
ニア・その他の

地域
合計

売上高（百万円） 73,114 43,853 38,793 61,690 144,337 217,452

連結売上高に占める
売上高の割合（％）

33.6 20.2 17.8 28.4 66.4 100.0

(注) １ 売上高は顧客の所在地を基礎とし、国又は地域に分類しております。

　 ２ 各区分に属する主な国又は地域

　 北米………………………………………………アメリカ、カナダ

　 欧州………………………………………………ドイツ、フランス、イギリス

　 アジア・オセアニア・その他の地域…………中国、韓国、オーストラリア

　当第２四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日）

（単位：百万円）

日本

海外
四半期連結
財務諸表
計上額北米 欧州

アジア・オセア
ニア・その他の

地域
合計

売上高（百万円） 67,592 39,680 37,088 54,792 131,561 199,153

連結売上高に占める
売上高の割合（％）

33.9 19.9 18.6 27.6 66.1 100.0

(注) １ 売上高は顧客の所在地を基礎とし、国又は地域に分類しております。

　 ２ 各区分に属する主な国又は地域

　 北米………………………………………………アメリカ、カナダ

　 欧州………………………………………………ドイツ、フランス、イギリス

　 アジア・オセアニア・その他の地域…………中国、韓国、オーストラリア

【当社グループの所在地を基礎とした情報】

　前第２四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日）

（単位：百万円）

日本 北米 欧州

アジア・オ
セアニア・
その他の
地域

合計 調整額
四半期連結
財務諸表
計上額

　売上高

(1) 外部顧客への売上高 78,100 46,609 39,086 53,655 217,452 217,452

(2) セグメント間の内部
売上高又は振替高

91,523 1,433 1,089 54,216 148,263 △148,263

計 169,624 48,043 40,176 107,871 365,715 △148,263 217,452

　 セグメント利益 11,517 1,065 1,968 8,928 23,479 △2,246 21,233

(注) １ 売上高は当社グループの所在地を基礎とし、国又は地域に分類しております。

　 ２ 各区分に属する主な国又は地域

　 顧客の所在地を基礎とした情報の分類と同じであります。

　 ３ 調整額は、以下のとおりです。

　 売上高計の調整額△148,263百万円は、セグメント間取引消去であります。

　 ４ セグメント利益は、四半期連結損益計算書における営業利益であります。
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　当第２四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日）

　 （単位：百万円）

日本 北米 欧州

アジア・オ
セアニア・
その他の
地域

合計 調整額
四半期連結
財務諸表
計上額

　売上高

(1) 外部顧客への売上高 72,042 41,792 37,133 48,185 199,153 199,153

(2) セグメント間の内部
売上高又は振替高

87,061 1,362 1,190 47,811 137,426 △137,426

計 159,103 43,155 38,323 95,997 336,579 △137,426 199,153

　 セグメント利益 13,213 2,609 2,181 8,795 26,799 △2,153 24,646

(注) １ 売上高は当社グループの所在地を基礎とし、国又は地域に分類しております。

　 ２ 各区分に属する主な国又は地域

　 顧客の所在地を基礎とした情報の分類と同じであります。

　 ３ 調整額は、以下のとおりです。

　 売上高計の調整額△137,426百万円は、セグメント間取引消去であります。

　 ４ セグメント利益は、四半期連結損益計算書における営業利益であります。
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